
【クマ目撃箇所に箱罠設置】
⇒クマ目撃情報を自治体に連絡し、自治体から地元猟友会へ依頼。

事例２事例１

【監視カメラの設置】
⇒動物などの動きに反応して録画するタイプの監視カメラを設置し、警戒にあた
る。

【専門家による講話・講演等】
⇒専門家に講話を依頼し、事務所職員や工事等関係者が参加。事故防止対策委員
会を活用して講話をいただいた事例もあり。
⇒講話・講演内容は、クマの特徴、行動パターン、繁殖、餌探しの行動特徴、ク
マと出くわした時の防御姿勢など。

【交通誘導警備員の安全対策】
⇒基本的に１人の作業となる誘導員の安全確保のため、規制箇所にリモコン式の
信号と軽自動車を配備して車中から信号を操作できる環境を確保(熱中症対策にも)。

【事例集】東北地方整備局管内の工事現場等におけるクマ対策（６／８）
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【会社から現場への共有】
⇒作業所・営業所や個人の注意事項等を会社から現場に通知し、周知徹底を図る。

事例２（花火による追い払い）

【事務所駐車場での取り組み】
⇒職員等の帰宅時のクマ被害防止のため、17時前頃から事務所駐車場にて爆竹等
による追い払いを実施。
事例１（爆竹による追い払い）

【SNSによる広報】
⇒クマ目撃情報があった場合、事務所SNSに投稿。

事例１

【河川巡視時の取り組み】
⇒河川巡視の際、河川利用者に対して注意喚起の呼びかけを行う(記者発表あり)。

【事例集】東北地方整備局管内の工事現場等におけるクマ対策（７／８）
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【事例集】東北地方整備局管内の工事現場等におけるクマ対策（８／８）

【クマ被害対策パッケージを踏まえた対応】
⇒クマの早期発見や移動範囲を狭めることへの効果を期待し、河川管理上支障となる樹木伐採や草本類の踏み倒し等を実施。

▲事例2（左：R7.12.3記者発表抜粋、右：状況写真）

▲事例3（R7.12.26出張所ニュースより）

▲事例1（上：R7.11.18記者発表抜粋、下：状況写真）▼

米代川
右岸26.4k
米白橋上流
付近

踏み倒し前

踏み倒し後

踏み倒し前 踏み倒し後

踏み倒し状況1 踏み倒し状況2


